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●特集：上田で映画のロケーションが多い理由

映画の街〈上田〉の
誕生とこれから
●特集：上田と映画と映画館

映画な街うえだ

山田洋次監督、『たそがれ清兵衛』のロケ風
景。作品中重要な意味を持つ決闘のシーン
が、高橋付近の河原で撮影されました。



当
地
は
、
大
正
時
代
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
、
地
方
市
町
村
で
は
、
他
に
例
が
な

い
ほ
ど
多
く
の
映
画
ロ
ケ
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
東
京
か
ら

近
郊
で
あ
っ
た
事
、
四
季
の
情
感
が
豊
か

な
日
本
の
原
風
景
が
あ
り
、
北
国
街
道
沿

い
な
ど
に
明
治
以
降
の
町
並
み
が
残
っ
て

い
た
事
、
周
り
に
大
勢
の
ス
タ
ッ
フ
、
キ
ャ

ス
ト
が
宿
泊
で
き
る
温
泉
施
設
が
多
か
っ

た
事
、
等
の
理
由
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の

地
の
年
間
降
水
量
が
、
全
国
で
も
北
海
道

の
一
部
地
域
に
次
ぐ
少
な
さ
だ
っ
た
こ
と
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
ロ
ケ
が
予
定
通
り
進

ん
だ
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
上
田
に
や
っ
て
き
た
映
画
人
た

ち
と
積
極
的
に
交
流
を
し
た
映
画
フ
ァ
ン

た
ち
が
い
た
の
で
す
。

江
戸
時
代
か
ら
「
上
田
紬
」
で
全
国
に

知
ら
れ
た
上
田
は
、
明
治
・
大
正
期
に
は
、

蚕
種
と
生
糸
の
生
産
地
と
し
て
も
有
数
の

地
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
蚕
業
の
繁

栄
に
伴
い
、
明
治
17
年
に
は
、
県
下
に
設

立
さ
れ
た
銀
行
及
び
そ
の
類
似
会
社
の
数

が
全
国
一
と
な
り
、
そ
の
約
７
割
が
上
田
及

び
小
県
地
区
で
し
た
。
ま
た
、
明
治
29
年

に
は
、
県
下
初
の
商
業
会
議
所
（
後
に
商

工
会
議
所
）
が
開
所
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
大
正
６
年
に
「
上
田
劇
場
」（
現
・

上
田
映
画
劇
場
）、８
年
に
「
上
田
演
芸
館
」

（
柳
町
）、
10
年
に
は
「
上
田
電
気
館
」（
現
・

上
田
で
ん
き
館
）
と
、
地
方
で
は
珍
し
い

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る
洋
式
映
画
常
設
劇

場
が
次
々
に
開
館
し
、
多
く
の
映
画
フ
ァ

ン
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

我
が
家
の
ア
ル
バ
ム
に
は
、
訳
あ
っ
て

戦
前
の
映
画
関
係
写
真
が
多
数
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
枚
は
、
昭
和
５
年

（
１
９
３
０
年
）
に
上
田
市
内
の
料
亭
で
撮

影
さ
れ
た
も
の
。
松
竹
映
画
『
絹
代
物
語
』

の
ロ
ケ
が
行
わ
れ
、
監
督
の
五
所
平
之
助
、

主
演
の
田
中
絹
代
を
は
じ
め
と
す
る
ス
タ

映
画
が
好
き
に
な
る
と
、心
に
残
っ
た
作
品
の
原
作
や
監
督
、背
景
に
流
れ

る
音
楽
な
ど
に
興
味
が
広
が
り
、
や
が
て
映
画
の
撮
影
地
も
気
に
な
っ
て

く
る
も
の
。そ
し
て
、舞
台
に
な
っ
た
街
や
、ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
た
場
所
を

訪
ね
て
み
た
く
な
り
ま
す
。そ
れ
が
外
国
映
画
だ
っ
た
ら
大
旅
行
に
な
り
ま

す
が
、日
本
映
画
な
ら
気
軽
に
実
行
で
き
ま
す
。上
田
と
そ
の
周
辺
は
、
映

画
の
世
界
に
想
い
を
馳
せ
、旅
が
で
き
る
楽
し
い
街
な
の
で
す
。

な
ぜ
、上
田
で
ロ
ケ
が
多
い
の
か
…

蚕
業
の
繁
栄
と
白
亜
の
映
画
館

上
田
は
、屋
根
の
な
い
松
竹
撮
影
所
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上
田
で
映
画
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
多
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理
由

映
画
の
街〈
上
田
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誕
生
と
こ
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ら

（右）『絹代物語』撮影時の記
念写真。上田の映画ファンと
市内料亭にて。（左）電気館
を訪れた田中絹代を囲んで。

上田電気館開館10周年の記念興行（昭和４年）

『伊豆の踊り子』五所平之助監督・田中絹代主演の上田ロケ作品



ッ
フ
、
キ
ャ
ス
ト
一
行
や
、
歓
迎
す
る
地
元

の
有
志
た
ち
が
写
っ
て
い
ま
す
。
実
は
、
こ

の
映
画
を
き
っ
か
け
に
、
上
田
の
人
々
と

映
画
人
と
の
交
流
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。

上
田
市
観
光
課
や
信
州
上
田
フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
調
査
で
確
認
さ
れ
て
い

る
上
田
ロ
ケ
映
画
の
最
古
作
品
は
、
関
東

大
震
災
が
起
き
た
大
正
12
年
（
１
９
２
３

年
）
の
正
月
に
公
開
さ
れ
た
松
竹
・
蒲
田

映
画
『
乃
木
大
将
・
幼
年
時
代
』（
島
津
保

次
郎
監
督
）
で
す
。
続
い
て
、『
乃
木
大
将

伝
』（
大
14
・
牛
原
虚
彦
監
督
）、『
孤
児
』

（
大
15
・
野
村
芳
亭
監
督
）
で
、
そ
の
後
が

『
絹
代
物
語
』
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
ロ

ケ
映
画
が
す
べ
て
松
竹
作
品
で
あ
り
、
メ

ロ
ド
ラ
マ
の
ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
だ
っ
た
野
村

は
、
松
竹
理
事
で
し
か
も
城
戸
四
郎
に
替

わ
る
ま
で
蒲
田
撮
影
所
長
も
兼
ね
て
い
ま

し
た
。
撮
影
所
内
で
は
、「
ど
ん
な
時
代
設

定
で
も
、
山
あ
い
の
町
を
舞
台
に
し
た
映

画
な
ら
、
上
田
で
撮
れ
る
ぞ
！
」
が
、
合

言
葉
に
な
っ
て
い
た
は
ず
。
こ
う
し
て
、
上

田
に
五
所
組
の
ロ
ケ
隊
が
大
挙
し
て
や
っ

て
き
た
の
で
す
。

昭
和
の
日
本
映
画
を
代
表
す
る
大
女
優

の
一
人
で
あ
る
田
中
は
、松
竹
入
社
後
、『
恥

ず
か
し
い
夢
』（
昭
３
・
五
所
）
が
好
評
を

博
し
、
19
歳
で
会
社
の
看
板
ス
タ
ー
兼
幹

部
に
昇
進
し
ま
す
。
昭
和
４
年
か
ら
５
年

の
２
年
間
の
出
演
作
は
何
と
22
本
。
そ
の

後
、
日
本
初
の
ト
ー
キ
ー
映
画
『
マ
ダ
ム

に
）
等
の
顔
が
あ
り
ま
す
。
映
画
を
愛
す

る
上
田
の
人
々
が
、
上
田
ロ
ケ
・
サ
ポ
ー

ト
に
立
ち
上
が
っ
た
瞬
間
の
写
真
と
い
う

こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
、
五
所
監
督
と
同

世
代
（
明
治
30
年
代
生
ま
れ
）
だ
っ
た
の

で
、
話
が
合
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
特
に
、

馬
場
と
五
所
の
交
流
は
深
い
も
の
と
な
り
、

こ
の
後
も
五
所
は
映
画
史
に
残
る
『
伊
豆

の
踊
子
』（
昭
８
・
田
中
主
演
）
な
ど
４
本

の
ロ
ケ
を
上
田
で
行
い
ま
す
。
馬
場
ら
は
、

他
の
監
督
に
よ
る
松
竹
映
画
ロ
ケ
に
も
同

行
し
て
協
力
を
惜
し
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

小
津
安
二
郎
監
督
も
『
一
人
息
子
』（
昭
８
）

を
撮
影
し
て
い
ま
す
。
や
が
て
、「
上
田
の

ロ
ケ
は
、
居
心
地
が
い
い
！
」
と
い
う
噂
は

他
社
に
ま
で
広
が
り
、
日
活
、
大
映
、
東

宝
の
ロ
ケ
隊
も
続
き
ま
し
た
。
後
に
、
世

界
の
ク
ロ
サ
ワ
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
黒
澤
明
の
処
女
監
督
作
『
姿
三
四
郎
』

（
昭
18
）
も
、
当
地
で
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
戦
後
も
、
馬
場
、
岡
田
ら
の
ロ

ケ
支
援
は
続
き
、
上
田
に
は
多
く
の
映
画

ロ
ケ
隊
が
訪
れ
ま
し
た
。

な
お
、
日
本
の
脚
本
家
ベ
ス
ト
25
（
平

成
16
年
・
双
葉
十
三
郎
選
出
）
に
選
ば
れ

た
上
田
市
出
身
の
成
澤
昌
茂
（
溝
口
作
品

や
、
中
村
錦
之
助
、
高
峰
秀
子
の
諸
傑
作

で
有
名
）
が
、
松
竹
・
下
加
茂
撮
影
所
の

助
監
督
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
の
も
、

何
か
の
縁
を
感
じ
ま
す
ね
。

と
女
房
』（
昭
６
・
五
所
）
や
、『
愛
染
か
つ

ら
』（
昭
13
・
野
村
浩
将
監
督
）の
大
ヒ
ッ
ト
、

さ
ら
に
溝
口
健
二
、
成
瀬
巳
喜
男
な
ど
の

名
作
に
出
演
し
、
戦
後
も
長
い
間
、
演
技

派
と
し
て
活
躍
、
女
流
監
督
と
し
て
も
有

名
で
す
。
若
く
し
て
名
前
が
タ
イ
ト
ル
に

な
る
ほ
ど
の
人
気
ス
タ
ー
が
上
田
に
く
る
。

そ
し
て
、
名
前
が
知
れ
渡
っ
た
五
所
作
品

で
す
。
上
田
在
住
の
映
画
フ
ァ
ン
た
ち
は
、

い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

前
述
の
写
真
に
収
ま
る
上
田
の
映
画
フ

ァ
ン
た
ち
の
中
に
、
当
時
、
雑
誌
「
蚕
糸
」

編
集
長
の
馬
場
直
二
郎
（
後
に
塩
尻
村
議
、

上
田
蚕
種
協
業
組
合
理
事
）、
映
画
に
精
通

し
て
い
た
上
田
商
工
会
議
所
理
事
の
岡
田

賢
治
（
現
在
の
専
務
理
事
職
で
、
昭
和
16

年
に
一
旦
退
き
24
～
30
年
ま
で
理
事
再
任
、

横
浜
へ
帰
郷
後
も
映
画
人
と
の
交
流
を
続

け
た
）、
松
竹
直
営
館
だ
っ
た
上
田
電
気
館

社
長
の
森
田
勝
太
郎
（
明
治
33
年
に
上
田

菓
子
商
組
合
初
代
理
事
、
昭
和
27
年
に
映

劇
の
駒
崎
家
に
譲
る
ま
で
森
田
家
は
電
気

館
を
経
営
）、
そ
し
て
、
同
館
支
配
人
の
小

宮
山
善
二
郎
（
本
名
・
上
原
善
二
郎
。
後

に
松
竹
本
社
に
勤
務
、
大
谷
社
長
秘
書
や

都
内
劇
場
総
支
配
人
、
戦
後
は
上
田
へ
帰

郷
、
社
会
保
険
労
務
士
の
草
分
け
の
一
人

最
近
も
、
市
内
の
街
角
で
映
画
や
テ
レ

ビ
、
音
楽
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
ロ
ケ
が

度
々
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
民
は
あ
ま

り
驚
か
な
い
し
、
決
し
て
迷
惑
が
り
ま
せ

ん
。
逆
に
「
ほ
～
、
今
日
は
何
を
撮
影
し

て
る
だ
い
」
と
、
嬉
し
そ
う
に
声
を
か
け

て
き
た
り
し
ま
す
。
車
を
止
め
ら
れ
て
も
、

嫌
な
顔
を
せ
ず
迂
回
し
て
く
れ
ま
す
。
誰

が
頼
ん
だ
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
ス
タ
ッ
フ

に
お
茶
や
漬
物
が
運
ば
れ
た
り
、
協
力
体

制
が
い
つ
の
間
に
か
市
民
の
身
に
つ
い
て
い

る
ふ
し
が
あ
る
の
で
す
。
こ
う
し
た
自
然

ロ
ケ
地〈
上
田
〉を

推
し
進
め
た
人
た
ち

ロ
ケ
に
協
力
的
な
上
田
の
人
た
ち

『スパイ・ゾルゲ』 ロケ場所は浦里小学校 『およう』 大正時代の下町の風景を再現
ロケ場所は上田蚕種株式会社

『たそがれ清兵衛』 高橋、河原での決闘シーン



代表的な上田ロケーションの作品
タイトル（公開年） 監督 主なロケ場所
乃木大将幼年時代（1923） 島津保次郎 上田城跡公園
乃木大将伝（1925） 牛原虚彦 別所院内、湯の入り地籍
絹代物語（1930） 五所平之助 別所、丸子
恋の花咲く 伊豆の踊子（1933）五所平之助 別所、西塩田
一人息子（1936） 小津安二郎 西塩田、旧西塩田小学校、笠原工業
鶴八鶴次郎（1938） 成瀬巳喜男 矢出沢川、市街地

爆音（1939） 田坂具隆 山田、法輪寺、矢木沢、舌喰池、仁古田の民
家、生田の民家

或る女（1942） 渋谷実 上塩尻、千曲川河畔
姿三四郎（1943） 黒澤明 木陽寺（鍛治町）

次男坊（1953） 野村芳太郎 上田高校、上田城跡公園、信州大学繊維学
部、西上田駅（当時の市議会議員総出演）

次郎物語（1955） 清水宏 西塩田、東塩田、生田
スター誕生（1963） 酒井欣也 上田駅、袋町、大屋

青春とはなんだ（1965） 舛田利雄 三中（三中ブラスバンドエキストラ出演）、
北小、真田町（現上田市）、小諸、中込駅

水で書かれた物語（1965） 吉田喜重 呈連寺付近、上田丸子電鉄北東線

けんかえれじい（1966） 鈴木清順 上田城、新参町教会、上田高校、新町、上塩
尻

青い山脈（1975） 河崎義祐 北小学校、生塚、柳町

犬神家の一族（1976） 市川崑 旧北国街道（常田、柳町）、上田蚕種協業組
合、常田の民家

野性の証明（1978） 佐藤純彌 菅平、唐沢の滝
楢山節考（1983） 今村昌平 鴻之巣自然公園、別所（幕宮池下付近）
ひめゆりの塔（1995） 神山征二郎 浦里小学校
君を忘れない（1995） 渡邊孝好 柳町
男はつらいよ  寅次郎純情詩集

（1976） 山田洋次 別所温泉街、塩田、前山寺

卓球温泉（1998） 山川元 旧西塩田小学校、別所温泉、田沢温泉、市内
の床屋、スナック

学校の怪談４（1999） 平山秀幸 旧西塩田小学校、常田の通り
淀川長治物語 神戸編サイナラ

（2000） 大林宣彦 柳町、別所温泉、信州大学繊維学部、浦里小
学校

告別（2001） 大林宣彦 上塩尻の民家、手塚、別所森林公園

信州上田FC設立以降
ロストメモリーズ（2002） イ・シミョン 大輪寺、柳町、緑が丘、大手町

およう（2002） 関本郁夫 上田蚕種株式会社、千曲川河川敷、別所温
泉、須川湖

たそがれ清兵衛（2003） 山田洋次 高橋
スパイ・ゾルゲ（2003） 篠田正浩 浦里小学校
さよなら、クロ（2003） 松岡錠司 北小学校、塩田中学校

理由（2004） 大林宣彦
上田市川西支所、浦里小学校、東前山、信州
国際音楽村、市民の森・わしば山荘、花のマ
ルズミ、新町自治会館

血と骨（2004） 崔洋一 塩田中学校

博士の愛した数式（2006） 小泉堯史 上田城跡公園野球場、サイクリングロード、
千曲川河川敷

嫌われ松子の一生（2006） 中島哲也 塩田中学校、しなの鉄道

恋する日曜日（2006） 廣木隆一 五中、上田城跡公園、柳町、海野町、北大手
町、仁古田、大屋駅

犬神家の一族（2007） 市川崑 柳町、上田蚕種株式会社、大屋駅、西上田駅、
藤原田の民家、海野宿

監督・ばんざい！（2007） 北野武 上田城跡公園

ラストゲーム -最後の早慶戦-
（2008） 神山征二郎

上田城跡公園野球場、信州大学繊維学部、
浦里小学校、上田蚕種株式会社、
鍛治町の民家

サマーウォーズ（2009） 細田守 砥石、米山城、上田城跡公園、別所線、
上田駅、その他上田全域

ヴィヨンの妻 〜桜桃とタンポポ〜
（2009） 根岸吉太郎 上田蚕種株式会社

ゼロの焦点（2009） 犬童一心 浦里小学校、信州大学繊維学部

っ
た
と
言
え
ま
す
。
２
０
０
１
年
に
は
、
上

田
に
大
都
市
以
外
で
は
初
の
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
ま
す
が
、
そ
の
土
壌

は
既
に
あ
っ
た
の
で
す
。

古
今
の
名
作
映
画
に
、
様
々
な
上
田
が

永
遠
に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
貴
重

な
財
産
で
す
。
活
用
の
仕
方
に
よ
り
、
街

の
知
名
度
が
上
が
り
、
市
民
の
自
信
や
誇

り
が
生
ま
れ
、
経
済
効
果
な
ど
街
の
活
性

体
の
応
援
が
あ
っ
て
こ
そ
、
撮
影
が
ス
ム

ー
ズ
に
進
む
わ
け
で
す
。

ロ
ケ
作
品
詳
細
リ
ス
ト
を
眺
め
ま
す
と
、

複
数
の
映
画
人
が
二
度
三
度
と
上
田
で
ロ

ケ
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
物
質
面
だ

け
で
は
な
く
、
現
在
ま
で
続
く
様
々
な
形

で
の
人
的
交
流
が
良
好
だ
っ
た
こ
と
、
地

元
の
映
画
館
主
や
近
隣
の
宿
泊
先
と
な
っ

た
温
泉
旅
館
な
ど
の
温
か
い
も
て
な
し
が

あ
っ
た
か
ら
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら

の
活
動
は
、
現
在
日
本
中
で
設
立
さ
れ
て

い
る
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
先
駆
け
だ

化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
よ
り
魅
力
的
な

街
づ
く
り
の
た
め
に
、
こ
の
財
産
を
大
切

に
活
か
し
た
い
と
強
く
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、新
し
い
「
上
田
物
語
」
が
、

次
々
に
紡
ぎ
だ
さ
れ
て
ゆ
き
ま
す
。
身
近

す
ぎ
て
地
元
の
人
で
も
気
づ
か
な
い
上
田

の
姿
を
、
そ
こ
で
発
見
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
映
画
に
感
動
し
た
人
た

ち
が
全
国
か
ら
駆
け
つ
け
た
と
き
、
こ
こ

で
映
画
を
超
え
る
素
晴
ら
し
い
街
に
出
逢

え
れ
ば
最
高
で
す
ね
。

（
文
中
の
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

様
々
な「
上
田
物
語
」と
街
の
魅
力

●参考文献
『図説・上田の歴史』郷土出版社  1980
『キネマの世紀～映画の百年、松竹の百年』フィルムアート社  1995
『シネマ＆フォーラム'95』上田商業21世紀会  1995
『花も嵐も～女優・田中絹代の生涯』古川薫／文春文庫  2004
『週刊映画』上田市原町・週刊映画新聞社  1956・1・22号

（上）『犬神家の一族』 
ロケ場所は柳町

（下）『告別』 浦里小学
校で演技指導する大
林宣彦監督



『七人の侍』公開時のちらし。併
映の主演がトニー谷という、な
んとも時代を感じる一枚。

文・どらいもん

持
ち
込
ま
れ
た

紙
袋
の
中
身

そ
れ
は
、
映
画
撮
影
に
は
も
っ
て
こ
い

の
良
く
晴
れ
た
ド
ラ
イ
な
日
、
一
袋
の
紙

袋
が
真
田
坂
に
あ
る
キ
ネ
マ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
オ
ー

ナ
ー
は
、「
廃
品
回
収
業
者
じ
ゃ
な
い
ぞ
」

と
思
い
な
が
ら
も
、
わ
ざ
わ
ざ
持
っ
て
き

て
い
た
だ
い
た
紙
袋
を
丁
寧
に
開
き
中
を

覗
き
込
む
と
そ
こ
に
は
想
像
を
裏
切
る
驚

き
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
中
に

は
、
映
画
チ
ラ
シ
が
ぎ
っ
し
り
で
す
。

遠
藤
哲
夫
さ
ん
、
こ
の
大
量
の
チ
ラ
シ

を
持
ち
込
ん
だ
方
で
す
。
な
ん
で
も
、
家

を
掃
除
し
た
と
き
に
見
つ
け
ま
し
た
が
、

ど
う
し
た
も
の
か
と
思
い
車
の
ト
ラ
ン
ク

で
保
管
し
て
い
た
チ
ラ
シ
だ
と
か
。
自
分

で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
、

こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
役
に
立
て
て
欲
し
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

こ
の
大
量
の
チ
ラ
シ
は
、
遠
藤
さ
ん
の

15
歳
か
ら
20
歳
位
ま
で
の
キ
ネ
マ
の
想
い

出
。
高
校
時
代
は
、
購
買
で
前
売
り
券

を
購
入
す
る
た
め
に
毎
日
の
昼
食
代
を
け

ず
っ
て
土
曜
日
に
映
画
館
に
通
っ
て
い
た

程
の
映
画
好
き
な
高
校
生
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
昭
和
29
年
、
当
時
は
、
映
画
館
の
高

校
生
料
金
が
１
２
０
円
の
時
代
で
す
。
チ

ラ
シ
に
は
思
わ
ず
引
き
ず
り
込
ま
れ
そ
う

な
上
映
広
告
の
文
字
が

躍
り
人
気
俳
優
達
の

カ
ッ
ト
が
写
っ
て
い
ま

す
。
二
本
立
て
、
三
本

立
て
入
れ
替
え
な
し
の

上
映
が
１
週
間
ご
と
に

入
れ
替
わ
り
、
当
時
の

映
画
館
の
熱
気
、
人
々

が
い
か
に
映
画
に
熱
狂

し
て
い
た
か
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
聞
い
た
こ
と
も
な
い
作
品
が

飛
び
出
し
、
今
と
な
っ
て
は
手
に
す
る
こ

と
も
出
来
な
い
貴
重
な
も
の
で
し
た
。

こ
の
頃
は
、
映
画
産
業
の
黄
金
期
。
他

に
娯
楽
が
少
な
か
っ
た
為
か
、
観
客
数
も

多
い
。
映
画
製
作
会
社
も
多
い
。
技
術
的

に
も
、
遠
藤
さ
ん
が
子
供
の
頃
に
初
め
て

見
た
と
い
う
「
石
の
花
」(

旧
ソ
連)

の
「
洞

窟
の
き
れ
い
な
映
像
の
す
ば
ら
し
さ
に
感

動
し
た
こ
と
今
で
も
覚
え
て
い
る
」
と
話

し
て
く
れ
る
よ
う
に
、そ
れ
ま
で
白
黒
だ
っ

た
映
画
が
、
総
天
然
色
へ
と
変
わ
り
つ
つ

あ
っ
た
時
代
で
し
た
。「
総
天
然
色
」、
今

で
は
ほ
ぼ
聞
く
こ
と
が
な
い
言
葉
で
す
が
、

簡
単
に
説
明
す
る
と
カ
ラ
ー
映
画
の
旧
称

と
で
も
訳
し
て
お
け
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
ま
で
に
あ
っ
た
白
黒
映
画
・
人
工
着

色
映
画(

白
黒
に
後
か
ら
色
を
加
え
た
物)

と
区
別
す
る
為
に
、
当
時
は
、
自
然
に
あ

る
色
彩
を
表
現
す
る
と
い
う
意
味
で
「
総

天
然
色
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
た

様
で
す
。
ふ
と
、
そ
ん
な
時
代
の
「
映
画

の
街
う
え
だ
」
は
ど
う
な
っ
て
い
た
ん
だ

ろ
う
？
そ
ん
な
疑
問
が
生
ま
れ
、
少
し
調

べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

上
田
に
あ
っ
た
映
画
館

上
田
市
立
図
書
館
で
、
昭
和
35
年
の
住

宅
地
図
を
見
て
み
ま
し
た
。
な
ぜ
昭
和
35

年
か
と
い
う
と
、
そ
れ
以
前
は
、
終
戦
の

影
響
で
住
宅
地
図
な
ん
て
作
る
余
裕
が
無

か
っ
た
時
代
で
、
簡
単
に
い
う
と
「
存
在

し
な
い
」
と
い
う
訳
で
す
。
駅
を
降
り
て

真
田
坂
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
上
田
ニ
ュ
ー

パ
ー
ル
劇
場(

天
神)

、
上
田
東
映
劇
場(

で

ん
き
館
・
本
町)

、
上
田
映
画
劇
場(

本
町)

、

東
横
劇
場(

横
町)

、テ
ア
ト
ル
劇
場(

房
山)

、

上
田
中
央
劇
場(

原
町)

の
六
つ
映
画
館
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
狭

夜、ライトアップされた上田電気館昭和？年頃

映画な街うえだ映画な街うえだ
特集 ○ 上田と映画と映画館



い
距
離
に
六
軒
も
必
要
な
の
か
と
思
う
程

の
軒
数
で
す
。

上
田
の
映
画
館
の
歴
史
を
た
ど
る
に

は
、
芝
居
小
屋
か
ら
始
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
明
治
時
代
、
木
町
に
中
村
座
と
い

う
芝
居
小
屋
が
建
て
ら
れ
歌
舞
伎
を
は

じ
め
様
々
な
芸
能
が
披
露
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
末
広
座
が
緑
町(

本
町)

に

ゆ
る
ピ
ン
ク
系
の
映
画
が
上
映
さ
れ
、
入

り
た
く
て
も
入
れ
な
か
っ
た
映
画
館
だ
っ

た
か
ら
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
建
て
ら
れ
た
場
所
が
、
横
町
に
あ
る

伊
勢
宮
神
社
の
お
船
の
天
王
保
管
庫
あ
た

り
な
の
で
す
。
こ
の
場
所
は
、
明
治
16
年

小
県
郡
神
道
事
務
支
局
小
教
院
が
建
ち
神

職
合
議
所
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
明
治
29
年
県
下
に
先
駆
け
て
商

業
会
議
所(

商
工
会
議
所)

が
設
立
、
大
正

10
年
、
日
本
で
初
め
て
市
民
に
よ
っ
て
自

主
的
に
作
ら
れ
た
「
上
田
自
由
大
学
」
が

お
か
れ
た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
、

由
緒
あ
る
お
固
い
イ
メ
ー
ジ
の
場
所
に
、

終
戦
と
い
う
混
乱
期
を
経
て
ど
の
よ
う
な

経
緯
で
ピ
ン
ク
系
の
映
画
館
が
建
っ
た
の

か
不
思
議
で
す
。
調
べ
て
も
分
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
き
っ
と
癒
し
を
求
め
て
い
た

と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か(

笑)

当
時
の
映
画
の
様
子

さ
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
は
脱
線
し
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
当
時
の
映
画
は
、
ど
ん
な

映
画
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
総
天
然
色

映
画
が
は
じ
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
は
既
に

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の

少
し
前
の
昭
和
初
期
に
も
画
期
的
な
出
来

事
が
起
き
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
、
ト
ー

キ
ー
映
画
と
言
わ
れ
る
も
の
の
誕
生
で
す
。

ト
ー
キ
ー
映
画
が
誕
生
す
る
ま
で
は
、
映

建
て
ら
れ
、
大
正
時
代
に
は
、
末
広
座
の

跡
地
に
上
田
映
画
劇
場
が
建
て
ら
れ
て
い

く
と
い
う
様
に
、
芝
居
小
屋
か
ら
映
画
館

へ
と
姿
を
変
え
た
り
、
常
設
映
画
館
が
建

設
さ
れ
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

中
で
も
、
終
戦
後
に
建
て
ら
れ
た
東
横

劇
場
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
洋
画
の
上

映
館
で
し
た
が
、
映
画
衰
退
期
に
は
い
わ

画
は
サ
イ
レ
ン
ト
映
画(

無
声
映
画)

と
い

わ
れ
る
音
声
が
無
い
映
画
で
し
た
。
こ
の

時
代
、
日
本
で
は
映
画
製
造
会
社
も
多
く
、

映
画
製
作
本
数
で
は
ア
メ
リ
カ
に
迫
る
勢

い
で
し
た
。
ト
ー
キ
ー
の
製
作
は
か
な
り

早
か
っ
た
様
で
す
が
、
映
画
全
体
が
ト
ー

キ
ー
に
完
全
に
移
行
す
る
の
は
、
西
洋
よ

り
も
時
間
が
か
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
実
際
に
、
昭
和
13
年
に
な
っ
て
も
日

本
で
は
３
分
の
１
の
映
画
が
サ
イ
レ
ン
ト

映
画
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

日
本
で
ト
ー
キ
ー
映
画
が
広
が
り
に
く

か
っ
た
背
景
に
は
、
活
動
弁
士
の
存
在
が

大
き
か
っ
た
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

活
動
弁
士
は
映
画
の
上
映
中
に
そ
の
内
容

を
舞
台
上
で
語
り
解
説
す
る
職
業
で
す
。

弁
士
は
そ
の
話
芸
に
よ
っ
て
、
ア
フ
レ
コ

を
入
れ
た
り
、
音
量
を
下
げ
た
り
、
効
果

音
を
入
れ
た
り
と
、
時
に
は
、
本
来
の
映

画
と
は
全
く
違
う
内
容
に
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
当
然
、

弁
士
に
よ
っ
て
は
面
白
い
と
人
気
の
弁
士

も
生
ま
れ
、
か
な
り
の
高
給
取
り
に
な
る

人
も
で
て
、
当
時
の
映
画
フ
ァ
ン
に
愛
さ

れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
映
画

館
に
よ
っ
て
は
、
自
前
の
ジ
ン
タ(

吹
奏
楽

隊
・
真
田
坂
ｌ
３
号
参
照)

を
雇
っ
て
い
た

と
こ
ろ
も
あ
り
、
上
田
で
も
上
田
電
気
館

は
自
前
の
ジ
ン
タ
を
雇
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
活
動
弁
士
や
ジ
ン
タ
と

い
っ
た
映
画
を
生
活
の
糧
に
し
て
い
た
方
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も
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、日
本
で
ト
ー

キ
ー
映
画
が
広
が
り
に
く
か
っ
た
理
由
で

し
ょ
う
。

映
画〝
な
〟街
う
え
だ

さ
て
、
こ
の
サ
イ
レ
ン
ト
映
画
も
字
幕

ス
ー
パ
ー
の
出
現
と
共
に
次
第
に
少
な
く

な
っ
て
行
き
ま
す
。
字
幕
ス
ー
パ
ー
付
き

の
映
画
は
、
映
画
館
側
が
活
動
弁
士
や
ジ

ン
タ
に
賃
金
を
支
払
わ
ず
に
済
む
。
あ
る

意
味
で
経
営
的
選
択
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
な
ん
と
な
く
寂
し
い
と
感
じ
な
が
ら

も
、
ふ
と
映
画
は
経
済
効
率
優
先
の
も

の
で
あ
っ
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
て

し
ま
い
ま
す
。
確
か
に
、
経
済
的
な
成
功

ば
り
フ
ァ
ン
タ
』
に
よ
っ
て
、
ゆ
う
ば
り

フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
映
画
祭
は
再
開
さ

れ
ま
し
た
。
何
故
で
し
ょ
う
。
そ
こ
に
は
、

映
画
を
愛
し
て
い
る
人
達
の
姿
が
あ
り
ま

す
。
き
っ
と
、
愛
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
経

済
的
成
功
だ
け
を
目
的
と
せ
ず
、
映
画
を

作
り
、
応
援
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

映
画
に
は
計
り
知
れ
な
い
魅
力
が
あ
る
の

で
す
。

そ
ん
な
こ
と
を
感
じ
な
が
ら
、「
映
画
の

街
う
え
だ
」
を
考
え
て
み
ま
し
た
。
上
田

で
映
画
を
見
る
な
ら
、
今
や
駐
車
場
も
広

く
て
買
い
物
も
で
き
る
、
単
館
映
画
館
よ

り
経
済
的
(?)
な
シ
ネ
コ
ン
で
す
。
映
画
の

撮
影
に
も
使
わ
れ
た
、
河
川
や
街
並
み
も

き
れ
い
に
整
備
さ
れ
、
そ
の
姿
を
変
え
つ

は
必
要
な
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
映

画
が
経
済
的
成
功
だ
け
を
目
的
と
し
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
経
済
的
で
な
い
の
に

も
関
わ
ら
ず
映
画
を
作
り
続
け
て
い
る
監

督
や
ス
タ
ッ
プ
が
い
る
の
は
何
故
で
し
ょ

う
。
例
え
ば
、『
ゆ
う
ば
り
国
際
フ
ァ
ン
タ

ス
テ
ィ
ッ
ク
映
画
祭
』
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。
世
界
的
に
知
ら
れ
る
映
画
祭
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、
運
営
費
を
負

担
し
て
き
た
夕
張
市
が
財
政
再
建
団
体
と

な
っ
た
た
め
一
旦
は
中
止
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
映
画
祭
の
灯
を
消

し
た
く
な
い
と
思
う
人
々
の
手
で
、『
ゆ
う

ば
り
応
援
映
画
祭
』
が
開
催
さ
れ
、
さ
ら

に
市
民
の
有
志
と
映
画
祭
の
元
ス
タ
ッ
フ

に
よ
っ
て
設
立
し
た
『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
う

つ
あ
り
ま
す
。
で
も
「
映
画
の
街
」
っ
て

何
で
し
ょ
う
か
？　

僕
は
、「
映
画
〝
の
〟

街
う
え
だ
」
は
「
映
画
〝
な
〟
街
う
え
だ
」

で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
映
画
の

様
に
、
経
済
的
成
功
だ
け
を
目
的
と
し
な

い
。
新
し
い
も
の
だ
け
が
良
い
の
で
は
な

く
、
変
え
な
い
と
い
う
選
択
、
守
る
と
い

う
選
択
の
中
に
も
価
値
を
見
い
だ
す
。
そ

ん
な
映
画
の
様
な
価
値
観
を
も
っ
た
ま
ち

で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
さ
に
、

紙
袋
に
入
っ
て
い
た
映
画
チ
ラ
シ
の
様
に
、

そ
れ
は
価
値
の
あ
る
も
の
と
し
て
輝
く
で

し
ょ
う
。

昭和30年代の初めの頃、
新聞に折り込まれた映画
上映のチラシ。2本立て、3
本立ての上映が１週間で
入れ替わっていく当時の
活 気 が 伝 わってきます。
見ているだけでワクワク。

●
参
考
文
献

『
史
的
二
上
田
』  

社
会
教
育
大
学
歴
史
研
究
科  

飛
古
路
の
会

9月24日～10月23日　幻灯舎にて
『なつかしの映画チラシ展』を開催
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編集後記

お待たせいたしました。真田坂19号を
お届けいたします。
5月にフードサロンがオープン、新しい
試みを織り交ぜ、街として取り組んで
おります。今号は映画と上田に焦点を
置き、映画黎明期から連綿と続く上田
の熱気をお伝えできれば幸いです。古
きを知り、守り、また新しい試みにも挑
戦していく、そんな街でありたいと思っ
ております。今後ともよろしくお願いい
たします。

　

私
が
上
田
に
お
世
話
に
な
る
よ
う
に

な
っ
て
、
２
年
が
経
ち
ま
し
た
。仕
事
柄
、

い
く
つ
か
の
地
域
を
転
勤
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
が
一
番
「
街
」
を
肌
で
感
じ
て
い
ま

す
。最
初
は「
や
た
ら
イ
ベ
ン
ト
お
祭
り
が

多
い
街
だ
な
」
と
思
い
ま
し
た
が
、
も
と

も
と
お
祭
り
好
き
の
私
は
家
族
と
一
緒
に

お
祭
り
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

（
実
は
妻
も
お
祭
り
好
き
な
の
で
す
）。参

加
す
る
た
び
に
、
皆
さ
ん
の
地
元
に
対
す

る
思
い
や
暖
か
さ
に
触
れ
、
今
で
は
上
田

が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。私
の
妻
や
子

供
ま
で
顔
を
覚
え
て
い
て
声
を
か
け
て
く

だ
さ
る
。嬉
し
さ
と
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　

さ
て
、そ
ん
な
私
で
す
が
独
身
時
代
は
、

街
歩
き
な
ど
意
識
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。今
で
は
、
週
末
と
い
え
ば
家

族
一
緒
に
街
へ
出
か
け
ま
す
。つ
ま
み
食

い
や
、
お
店
の
方
と
の
会
話
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。私
も
妻
も
仲
良
く
な
り
た
く
て

仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。先
日
、な
が
の
東
急
で

息
子
が
泣
い
て
い
る
と
、
上
田
で
仲
良
く

な
っ
た
あ
る
お
店
の
奥
様
が
「
真
一
く
ん

が
泣
い
て
い
る
」
と
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま

し
た
。そ
ん
な
触
れ
あ
い
を
求
め
て
今
週

も
街
に
出
か
け
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
衰
退
と
い
わ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
私
は
悲
観
し
て
い
ま
せ
ん
。先

日「
松
尾
町
フ
ー
ド
サ
ロ
ン
」が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
が
手
作
り
で
始
め

ら
れ
た
姿
、そ
れ
を
支
援
し
て
い
る
方
々
、

そ
ん
な
姿
を
見
て
、
元
気
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。明
る
く
元
気
な
姿
が
「
街
」
で
あ
り
、

「
街
は
元
気
を
く
れ
る
と
こ
ろ
」の
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

　

職
業
柄
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
街

を
転
勤
し
て
歩
き
ま
す
。上
田
の
楽
し
さ

は
し
っ
か
り
伝
え
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
、

退
職
後
に
は
妻
の
実
家
（
坂
城
町
）
か
ら

上
田
の
お
世
話
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。そ
の
際
は
、
今
と
同
様
に
暖
か
く
お

迎
え
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
… 

八
十
二
銀
行
上
田
支
店
　
岩
戸
啓
二

今、まちに必要なもの

その答えのひとつが松尾町フードサロンです。施設は、人々が集う憩いの場

としたいと考え、１階にカフェとショップ、2階には本格的な厨房とコミュニ

ティスペース、LED 野菜工場、会議室、バーを作りました。厨房は、地域の人

と一緒になって料理教室などに使用していただけるように開放しています。

会議室も借主の好意により、広く一般に開放しています。会議等に利用する

ほかにも、バーやコミュニティスペースとの一体利用

で、最大で50名程度の催事も開催できます。宴会に

は、地元の食材を中心に心のこもった料理も提供

します。従来の商店街とは、違った視点から多く

の方に使用していただけるように

との思いで溢れている施

設です。

　　　　　

もうひとつ、くつろぎの

場を演出するポケット

パークが、ここ『フード

サロン』と『幻灯舎』前に

お目見えしまし

た。どうぞご利

用ください。
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